
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「笑顔あふれる西の里中」に～ 

 

 

北広島市立西の里中学校 北広島市 

令和 5 年度 臨時号 令和５年１１月９日発行 発行責任者 髙橋 浩子 

４月１８日（火）に、実施しました全国学力・学習状況調査の結果について、概要をお知らせします。各教科の
領域ごとに結果分析を行いながら、課題を焦点化し、授業改革に努めているところです。ご家庭におきましても、
参考にしていただければと思います。 

【国語】国語全体の平均正答率は全国平均よりやや高い 

・「話す・聞く」「書く」の領域は、適した文を選択したり、根拠を明確

にして文を書く等、「思考・判断・表現」を問う問題でした。 

・その他の領域については全国平均を上回っており、既習事項が「知

識・技能」として身に付いていることが分かりました。 

＜具体的方策＞ 

①授業において意図を明確にしたうえで、相手の話を聞き自分の考えを

伝え、意見を深める「対話」を柱とした場面を増やしています。 

②「書く」経験を増やし、文章構成力の育成を図ります。 

 

【数学】数学全体の平均正答率は全国平均とほぼ同じ 

・加法と減法、単項式の乗法と除法の計算はよくできています。 

・正の数・負の数を用いての計算処理はできています。 

・「図形」に関しては、本校の生徒がよくできているというよりは、全

国的に正答率が低く、本校の生徒についても、空間における直線や平面

の位置関係を知ることに課題があります。 

・累積度数など既習事項の定着の弱さが見られました。 

＜具体的方策＞ 

①授業の中で学習した内容を確認する機会「対話」を増やします。 

②既習事項については、ICTや課題プリント等で生徒が復習できる機会

を設けています。 

③習熟度別学習や放課後学習での理解促進、タブレットを活用した自学

学習の推進を図ります。 

 

【英語】英語全体は全国平均よりやや高い 

・未来表現の肯定文を正確に書く問題、事実や自分の考えを整理し、ま

とまりのある文章を書く問題では低い正答率でした。 

・英語の特徴やきまりに関する事項の問題はできていました。 

・別日程で実施した「話す」テストは全国的に低い正答率でした。 

＜具体的方策＞ 

①教科書に掲載されている重要構文は、口頭練習に加え、ノートに書か

せる指導を充実させます。 

②自分の力で内容を読解する力を向上させるため、教科書以外の英文を

読む機会を増やし、ペア活動などで自分が把握した内容を交流する時

間を設けています。 

③様々なトピックで自分の経験や考えをやりとりする対話を継続し

、自分で話した内容を実際に書かせるところまで指導します。 
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＜生徒質問紙より＞（生徒が当てはまる・概ね当てはまると答えた割合） 

・毎朝朝ごはんを食べている（98.5％）・自分にはいいところがある（79.7％）・読書は好きか（66.6％） 

・将来の夢や目標を持っている（52.1％）・学校に行くのは楽しい（84％） 

・いじめはどんな理由があってもいけない（95.7％）・学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、広げたりすることができている。（76.8％） 


